
優勝　大字塩井

準優勝　大字小長尾
―――――――――――――――――――――――――
議会だより …………………………………………… P2
―――――――――――――――――――――――――
むらの話題  …………………………………………… P5
「人権の花」運動、奈良県警察音楽隊の方々が来てくれました 
ほか
―――――――――――――――――――――――――
お知らせ  ……………………………………………… P7
奈良県中和・吉野生活自立サポートセンターが開設され
ました、曽爾村プレミアム商品券発売 ほか
―――――――――――――――――――――――――
みんなの広場  ………………………………………… P18
ほけん事業予定表 ほか
―――――――――――――――――――――――――

広報曽爾　2015年（平成27年）7月15日発行　通巻524号

7
そに

2015
（平成27年）

　６月２１日（日）に大字対抗による村民バレーボール大会を曽爾中学校体育館で開催し、トーナメ
ント形式で試合を行いました。激戦を制し見事優勝に輝いたのは、大字塩井でした。おめでとうご
ざいます。惜しくも決勝で敗れてしまいましたが、小長尾が準優勝となりました。３位決定戦は長野
が山粕に勝利しました。
　各大字の選手や役員の皆さんのご協力で大会を無事に終えることができました。

村民バレーボール大会
【優勝】塩井チーム　　【準優勝】小長尾チーム
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平
成
27
年
第
２
回
曽
爾
村
議
会
定

例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
同
月
22
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

○
曽
爾
村
土
地
開
発
公
社
の
平
成
26

年
度
決
算
及
び
平
成
27
年
度
予
算

に
つ
い
て

○一般
財
団
法
人
曽
爾
村
観
光
振
興

公
社
の
平
成
26
年
度
決
算
及
び
平

成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
曽
爾
村一般
会
計
繰

越
明
許
費
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
○
平
成
26
年
度
曽
爾
村
教
育
委
員
会

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
の
評
価
の
報
告
に

つ
い
て

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
７
，
１
９
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
６
５
，

８
９
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
前
年
度
繰
上
充

用
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
０
５
，
９
６
７
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
９
，

２
６
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
前
年
度
繰
上
充

用
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
定
住
促
進
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
申
請
期
限
と
条
例
の
効
力
期
限
を

改
正
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
行
政
手
続
番
号
法
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
）
が
、
10
月
に
施
行
さ

れ
る
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村一般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
２
９
，
２
７
１
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，

０
８
４
，
２
７
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　

主
な
内
容
は
、
過
疎
対
策

事
業
債
の
繰
上
償
還
１
６
１
，

５
８
２
千
円
の
追
加
、
そ
れ
に
伴

う
財
政
調
整
基
金
積
立
金
４
０
，

３
７
５
千
円
の
増
額
、
国
庫
補
助

事
業
内
示
に
よ
る
村
道
舗
装
補

修
事
業
３
４
，
１
８
２
千
円
の
減

額
と
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
１
９
，

２
８
５
千
円
の
減
額
な
ど
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

１
，
０
２
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
２
８
４
，
２
２
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴
う一般

会
計
繰
入
金
１
，
０
２
４
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

６
９
７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
２
８
７
，
０
９
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
　

内
容
は
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
交
付
金
への
返
還
金

６
９
７
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

□
町
村
議
会
議
員
か
ら
選
出
す
る
広

域
連
合
議
員
に
３
名
の
欠
員
が
生

じ
、
４
名
が
立
候
補
し
た
た
め
選

挙
し
た
も
の
で
す
。

当
選
者
（
23
日
広
域
連
合
告
示
）

・
安
堵
町
議
会
議
員　
森
田　
瞳 

氏

・
広
陵
町
議
会
議
員　
青
木
義
勝 

氏

・
黒
滝
村
議
会
議
員　
堀
口　
誠 

氏

□
損
害
賠
償
の
額
が
保
険
等
で
全
額

補
償
さ
れ
る
場
合
、
額
の
確
定
と

そ
れ
に
係
る
歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
を
行
う
こ
と
につ
い
て
、
村
長
が

専
決
処
分
で
き
る
事
項
に
、
議
員

発
議
に
よ
り
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

  　
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
す
べ
て

の
案
件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
行
政
報
告

■
専
決
処
分

■
条　
例

■
補
正
予
算

■
審
議
結
果

■
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

■
議
会
の
委
任
に
よ
る
村
長
の

　
専
決
処
分
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定

例

会
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２
名
の
議
員
か
ら
５
つ
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
発
言
の
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

■
堂
浦
鶴
清
議
員
　

①
猿
害
対
策
につい
て

　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
猪
や
鹿
は

坊
網
ネ
ッ
ト
で一定
の
効
果
を
得
て
い

る
が
、
猿
に
よ
る
被
害
が
特
に
葛
や

太
良
路
地
区
に
多
く
見
受
け
ら
れ
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
追

い
払
い
用
煙
火
を
利
用
し
て
い
る
が
、

使
用
の
頻
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
効

果
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
人

的
な
被
害
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
猿
害
対
策
の
村
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　
芝
田
村
長

①
猿
の
生
息
実
態
に
つ
い
て
正
確
に

把
握
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
葛
地
区
か
ら
太
良
路
・
伊
賀
見

地
区
を
中
心
に
移
動
を
繰
り
返
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
猟
友
会

や
地
域
の
方
々
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
10
頭
か
ら
20
頭
の
群
れ
が
い

る
と
見
て
い
ま
す
。
猟
友
会
で
捕
獲

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
も
の

の
捕
獲
に
は
至
って
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
打
ち
上
げ

花
火
を
使
用
し
、
追
い
払
って
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
香
川
県
で
は
、
こ
の

方
法
で
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
大
き
な
音
を
出
す
こ
と
で
猿
に

怖
い
印
象
を
与
え
、
こ
な
く
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
根
気
よ
く
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
猿
害

対
策
の
課
題
と
し
て
は
、
樹
木
な
ど

高
い
と
こ
ろ
か
ら
飛
び
移
る
た
め
専
用

の
柵
が
必
要
と
な
る
こ
と
。
銃
器
に

よ
る
捕
獲
で
は
、
民
家
近
く
を
移
動

す
る
こ
と
か
ら
危
険
性
を
伴
う
こ
と
、

ま
た
、
捕
獲
従
事
者
の
車
や
顔
を
覚

え
逃
走
す
る
た
め
困
難
で
あ
る
こ
と
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
対
策
と

し
て
、
追
い
払
い
資
材
の
購
入
、
猿

用
捕
獲
檻
の
導
入
な
ど
効
果
が
見
込

め
る
も
の
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
接
近
警
報
シ
ス
テ
ム
や
近
隣
の

市
で
実
施
し
て
い
る
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

に
よ
る
追
い
払
い
な
ど
、
効
果
が
よ
り

見
込
め
れ
ば
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
里
山
再
生
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
集
落
内
や
そ
の
周
辺
の
人
工

林
・
竹
林
な
ど
を
伐
採
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
み
か
や
隠
れ
場
、
子
育
て
場

を
な
く
す
こ
と
に
な
り
、
少
し
で
も
被

害
を
軽
減
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
猿
対
策
は
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
べき
課
題
で
あ
り
、
限
り
あ
る

予
算
を
有
効
に
使
い
な
が
ら
、
国
や

県
に
は
、
予
算
枠
の
拡
大
を
要
望
し
、

積
極
的
に
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

■
堂
浦
鶴
清
議
員　

②
曽
爾
高
原
・
国
立
曽
爾
青
少
年
自

然
の
家
へ
向
か
う
大
型
観
光
バ
ス
の
通

行
と
村
道
の
拡
幅
につい
て

　
曽
爾
高
原
と
国
立
曽
爾
青
少
年
自

然
へ
向
か
う
大
型
観
光
バス
が
、
集
落

内
を
往
復
し
、
大
型
観
光
バ
ス
が
す

れ
違
え
ず
渋
滞
が
発
生
し
た
り
、
民

家
の
石
垣
が
ふ
く
ら
む
な
ど
、
沿
道

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
安
全
面
を

考
慮
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
以
外
で
も
年

間
を
通
じ
往
路
と
復
路
に
誘
導
で
き

る
よ
う
、
県
道
に
案
内
看
板
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
村
道
の
拡

幅
につい
て
の
考
え
は
ど
う
か

　
　
　
芝
田
村
長

②
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
マ
イ
カ
ー
も
含

め
、
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、
往
路

と
復
路
に
よ
る一歩
通
行
の
誘
導
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
自

然
の
家
を
利
用
す
る
大
型
バ
ス
は
、

年
間
を
通
じ
て一方
通
行
を
お
願
い
し

て
お
り
、
奈
良
交
通
や
三
重
交
通
な

ど
、
近
畿
東
海
地
方
の
バ
ス
事
業
者

や
ツ
ー
リ
ス
ト
に
も
周
知
徹
底
を
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
型
バ
ス
が
村
道
亀
山
線
方
面

か
ら
曽
爾
高
原
へ
通
行
す
る
こ
と
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
議
員
ご
提
案

の
看
板
設
置
に
向
け
、
地
元
の
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
得
て
、
ファ
ー
ム

ガ
ー
デ
ン
付
近
と
新
太
良
路
橋
付
近

の
県
道
に
設
置
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
新
太
良
路
橋
か
ら
ファ
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
ま
で
の
村
道
新
亀
山
線
の
拡
幅
につ

い
て
は
、
以
前
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
と

地
権
者
の
協
力
な
し
に
は
実
現
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
総
意
を
ま
と
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
願って
い
ま
す
。

岡
本
一
重 

議
員

③
曽
爾
高
原
す
す
き
再
生
に
向
け
て

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
へ

の
加
盟
の
元
と
も
言
え
る
曽
爾
高
原

の
す
す
き
育
成
状
況
が
悪
く
懸
念
さ

れ
ま
す
。
群
生
再
生
に
向
け
て
の
取

り
組
み
で
色
々
苦
労
が
あ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
関
係
機
関
に
よ
る
曽
爾

高
原
保
全
対
策
調
査
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
短
期
・

中
期
・
長
期
の
目
標
を
立
て
そ
の
対

策
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

■
一
般
質
問

 

問
い

 

問
い

 

問
い

 

答
弁

 

答
弁
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が
、
観
光
立
村
の
拠
点
で
あ
る
曽
爾

高
原
す
す
き
再
生
に
向
け
た
独
自
の

取
り
組
み
、
ま
た
、
抜
本
的
な
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
芝
田
村
長

③
曽
爾
高
原
が
な
け
れ
ば
、
曽
爾
青

少
年
自
然
の
家
や
ファ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

の
建
設
、
ま
た
、
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
への
加
盟
も
無
かっ
た
と
思

い
ま
す
。
曽
爾
村
の
大
き
な
財
産
で

あ
り
観
光
の
拠
点
で
あ
り
命
で
あ
り

ま
す
。
曽
爾
高
原
を
守
って
い
く
こ
と

は
行
政
と
し
て
村
民
と
し
て
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
しっ
か
り
と
守
り
な
が
ら

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
責
務
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
曽
爾
高
原
の
す
す
き
を
守
って
い

く
た
め
に
平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
地

元
関
係
者
、
有
識
者
、
植
物
学
関
係

者
、
奈
良
県
、
曽
爾
村
が
構
成
員
と

な
って
「
曽
爾
高
原
保
全
対
策
調
査

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
保
全
対
策

の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
奈
良
県
で

は
、
曽
爾
高
原
保
全
対
策
事
業
と
し

て
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
す
る
緊
急

対
策
整
備
、
ア
プ
ロ
ー
チ
整
備
、
夕

景
テ
ラ
ス
の
設
置
な
ど
平
成
27
年
度

か
ら
３
年
間
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。
曽
爾
村
と
し
て
は
、

春
と
秋
の
高
原
内
巡
視
員
の
配
置
に

よ
る
立
入
禁
止
区
域
の
徹
底
、
特
に

春
の
山
菜
採
り
につ
い
て
は
、
自
然
公

園
内
の
植
物
採
取
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
警
察
の
協
力
も
得
て
監

視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
中
川
地
域
建
設
課
長

③
曽
爾
高
原
保
全
対
策
調
査
委
員
会

で
す
す
き
衰
退
の
原
因
を
検
討
し
た

結
果
、
観
光
客
に
よ
る
踏
圧
と
山
菜

採
取
に
よ
る
踏
圧
が
主
た
る
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
、
こ
れ
を

踏
ま
え
中
長
期
の
保
護
管
理
目
標
を

設
定
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
ま
で

の
当
面
の
目
標
と
し
て
、
立
入
制
限

の
実
施
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
開
始
、
平

成
31
年
度
ま
で
の
中
期
目
標
と
し
て

草
原
の
魅
力
発
信
や
環
境
活
動
への

組
織
的
な
取
り
組
み
の
開
始
、
平
成

36
年
度
ま
で
の
長
期
目
標
と
し
て
管

理
に
お
け
る
担
い
手
不
足
の
問
題
につ

い
て
地
域
状
況
に
適
し
た
解
決
方
法

を
探
り
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

動
や
管
理
団
体
の
設
立
に
取
り
組
む

な
ど
で
す
。
曽
爾
村
で
は
、
昨
年
度

か
ら
巡
視
員
を
配
置
し
て
立
入
の
制

限
や
、
山
焼
き
を
隔
年
で
実
施
す
る

場
所
を
作
り
比
較
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
所
有
者
で
あ
る
奈
良

県
で
は
、
侵
入
防
止
柵
や
案
内
看
板

の
設
置
、
夕
景
テ
ラ
ス
の
設
置
な
ど

ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と

し
て
山
焼
き
な
ど
の
担
い
手
不
足
の

問
題
解
決
に
向
け
て
各
種
団
体
や
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
本
一
重 

議
員　

④
屏
風
岩
公
苑
観
光
バ
ス
駐
車
場
か

ら
公
苑
への
ア
ク
セ
ス
手
段
につい
て

　
念
願
で
あ
っ
た
屏
風
岩
公
苑
大
型

観
光
バ
ス
駐
車
場
、
そ
れ
に
伴
う
道

路
拡
張
工
事
も
完
了
し
、
シ
ー
ズ
ン

に
は
朝
早
く
か
ら
観
光
バ
ス
が
上
がっ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
バ
ス
か
ら
降
り
ら

れ
た
方
の
中
に
は
山
歩
き
が
困
難
な

方
も
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
屏
風
岩

公
苑
ま
で
の
移
動
手
段
を
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か
村
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

　
　
　
芝
田
村
長

④
屏
風
岩
公
苑
は
、
曽
爾
高
原
と
並

ん
で
曽
爾
村
で
最
も
重
要
な
観
光
地

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
屏
風

岩
周
辺
の
観
光
施
設
の
整
備
で
は
、

道
路
整
備
や
観
光
バ
ス
駐
車
場
、
ト

イ
レ
の
整
備
は
で
き
た
も
の
の
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
村
有
地
（
ゴ
ル
フ
場
計

画
跡
地
）
の
開
発
利
用
方
法
も
含
め
、

屏
風
岩
周
辺
整
備
の
全
体
構
想
計
画

を
樹
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

国
や
県
の
高
率
な
補
助
制
度
が
な
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
地
方
創
生
に
よ
る
総
合

戦
略
を
今
年
度
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、

地
元
や
有
識
者
の
意
見
も
踏
ま
え
制

度
を
活
用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。前
回
の
議
会
で
は
、乗
用
モ
ノ
レ
ー

ル
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
の
提
案
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も一つ
の
手
段

と
し
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
緩
や
か
な
歩
道
を

再
整
備
し
て
徒
歩
で
登
る
の
も
手
段

で
あ
る
と
も
思
って
お
り
、
色
々
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　

岡
本
一
重 

議
員　

⑤
御
杖
村
と
の
学
校
統
合
につい
て

　
こ
こ
数
年
前
ま
で
は
、
児
童
生
徒

数
が
共
に
御
杖
村
が
勝
って
お
り
ま
し

た
が
、
段
々
均
衡
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
児
童
数
で
は

平
成
28
年
度
に
、
生
徒
数
で
は
平
成

33
年
度
に
逆
転
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
ま
で
御
杖
村
か
ら
学
校
統
合

に
つ
い
て
固
辞
さ
れ
た
印
象
が
強
い
の

で
す
が
、
今
後
統
合
に
向
け
た
働
き
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か
け
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
尾
上
教
育
長

⑤
曽
爾
中
学
校
の
急
激
な
生
徒
数
の

減
少
に
伴
い
、
御
杖
村
教
育
委
員
会

に
平
成
21
年
５
月
開
催
の
両
村
合
同

教
育
委
員
会
で
、
平
成
23
年
４
月
か

ら
中
学
校
統
合
につ
い
て
口
頭
で
申
し

入
れ
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

御
杖
村
か
ら
明
確
な
回
答
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し

て
平
成
22
年
２
月
か
ら
１
年
間
、
曽

爾
中
学
校
運
営
検
討
委
員
会
を
開
催

し
て
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
小

学
校
も
含
め
当
面
の
間
、
単
独
で
存

続
さ
せ
る
と
の
基
本
方
針
が
出
さ
れ
、

御
杖
村
と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
協
議
に
応
じ
る
余
地
を
残
し
な

が
ら
進
め
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
は
、
平
成
22
年
12
月
発
行
の
教
育

委
員
会
情
報
通
信
第
８
号
「
ひ
ま
わ

り
」
で
村
内
全
家
庭
に
配
布
し
ま
し

た
。
こ
の
基
本
方
針
を
尊
重
し
て
特

色
あ
る
教
育
活
動
や
御
杖
村
・
宇
陀

市
と
の
学
校
間
交
流
の
推
進
、
ふ
る

さ
と
曽
爾
を
誇
れ
る
児
童
生
徒
の
育

成
な
ど
に
力
を
入
れ
学
校
教
育
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
児
童
生

徒
数
は
、
小
学
校
が
29
名
、
中
学
校

が
24
名
で
す
。
保
育
園
児
は
46
名
で
、

若
者
定
住
促
進
事
業
や
子
育
て
支
援

策
な
ど
に
よ
り
保
育
園
児
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
村
に
とって
も
大
変
嬉

し
い
こ
と
で
あ
り
、
来
年
度
か
ら
小

学
校
の
児
童
数
が
徐
に々
増
え
て
き
ま

す
が
、そ
れ
も
少
し
先
を
考
え
ま
す
と

一時
的
な
も
の
で
あ
り
、
徐
々
に
減
少

し
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
御
杖
村
の
状
況
は
、
村
立
学
校
運

営
検
討
委
員
会
で
学
校
を
存
続
す
る

こ
と
を
前
提
に
協
議
を
重
ね
、
本
年

２
月
に
小
中一貫
教
育
が
望
ま
し
い
と

の
最
終
結
論
が
出
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
曽
爾
村
に
お
き
ま
し
て
も
、

更
な
る
学
校
教
育
の
充
実
と
、
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
と
共
に
、

将
来
に
わ
たって
学
校
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
現
を

目
指
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
村
長

の
方
針
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
総

合
教
育
会
議
に
お
い
て
十
分
に
検
討

し
、
今
年
度
か
ら
小
中一貫
教
育
の
基

盤
づ
く
り
の
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
小

中
学
校
間
の
連
携
と
と
も
に
、
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
内
容

の
創
造
に
取
り
組
み
、
ま
た
学
校
統

合
も一つ
の
選
択
肢
と
し
て
近
隣
市
村

と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
村
内
各
施
設
の
視
察
、
地
方
創

生
に
関
す
る
勉
強
会
の
開
催
な

ど
、
今
後
、
村
内
外
の
状
況
把

握
に
努
め
、
村
民
の
福
祉
向
上

に
繋
が
る
よ
う
研
修
会
等
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
８
日
（
月
）
、
曽
爾
小
学
校
で
、
１･

２
年
生
の
児
童
と
３
名
の

人
権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ま
し

た
。
「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
小
学
生
た
ち
が
協
力
し
、
花
を
育
て
る
こ

と
で
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
な
ど
、
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を

成
長
さ
せ
る
た
め
の
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
運
動
で
す
。

　
み
ん
な
が
協
力
し
、
立
派
な
ひ
ま
わ
り
を
育
て
て
下
さ
い
。

 

答
弁

■
議
員
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修
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動



6

　

６
月
５
日(

金
）
に
曽
爾
小
学
校
の
１
年

･

３
年･

５
年
生
が
「
蘇
い
の
森
」
を
訪
問

し
、
入
所
者
の
方
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
や
３
年
生
は
手
話
歌
や
劇
を
見

て
も
ら
っ
た
り
、
５
年
生
は
ク
イ
ズ
に
答

え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

時
間
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
も
解

け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
１
時
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
２
年･

４
年･

６
年
生
が
訪

問
す
る
予
定
で
す
。

　

６
月
27
日
（
土
）
に
保
育
園
に
奈
良
県

警
察
音
楽
隊
の
方
々
が
来
て
く
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
よ
く
知
る
童
謡
や
手
遊
び
の
曲
、

ま
た
大
好
き
な
ア
ニ
メ
の
曲
を
演
奏
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、サ
ッ
ク
ス
、

ド
ラ
ム
な
ど
の
大
迫
力
の
演
奏
！
そ
し
て

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
お
姉
さ
ん
た
ち
の
演

技
に
子
ど
も
た
ち
を
始
め
た
く
さ
ん
の
保

護
者
の
方
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま

し
た
。
最
後
に
は
奈
良
県
警
察
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
ナ
ポ
君
〟
も
登
場
し

て
く
れ
、
大
興
奮
の
子
ど
も
達
で
し
た
。

奈
良
県
警
察
音
楽
隊
の
み
な
さ
ん
！
素
敵

な
演
奏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奈
良
県
警
察
音
楽
隊
の
方
々
が
来
て
く
れ
ま
し
た

  

● 

曽
爾
小
ニ
ュ
ー
ス

奈良県警察音楽隊のみなさん !!
ありがとうございました。

５年生…クイズ「世界の文化～ちがって当たり前～」

カラーガード隊のお姉さんたちの
素敵な演技♪

３年生…劇「きつねのおきゃくさま」・コマ回しが出来るようになりました！

奈良県警察音楽隊のみなさんの
演奏。

１年生…手話歌「森のくまさん・うみ・さんぽ」

演奏してくれたお礼に子どもたち
からプレゼントを渡しました。

子どもたちに大人気のナポ君☆

音楽に合わせて手遊びをしました☆
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経
済
的
に
お
困
り
の
方
の
自
立
を

支
え
る
た
め
の
相
談
支
援
窓
口
と
し

て
「
奈
良
県
中
和
・
吉
野
生
活
自

立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

「
将
来
が
不
安
」「
就
職
活
動
が
う

ま
く
い
か
な
い
」
と
いっ
た
困
り
ご
と・

心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
専
門
の
支
援

員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
ひ
と
り
ひ
と
り
の
状

況
に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
自
立
に
向
け
た
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や

お
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
相
談
も
可

能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

奈
良
県
中
和・吉
野
生

活
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
山

辺
郡
、生
駒
郡
、磯
城
郡
、高
市

郡
、北
葛
城
郡
、宇
陀
郡
、吉
野
郡

（
十
津
川
村
を
除
く
）に
お
住
ま

い
の
方
の
相
談
窓
口
で
す
）

所
在
地
等

〒
６
３
４-

０
０
６
１

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０-

１
１

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

１
Ｆ（
近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅 

徒
歩

３
分
）

☎
０
１
２
０-
８
５-
１
２
２
５（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４-

２
９-
０
１
７
６

E-m
ail

：cysupportc@
nara-shakyo.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://nara-
shakyo.jp/publics/
index/141/

相
談
方
法　

セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
の

ほ
か
、電
話
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ

料
金　
無
料

開
設
時
間　

９
時
～
17
時（
土
日
祝・

年
末
年
始
除
く
）

　

奈
良
地
方
法
務
局
の
支
局
・
出

張
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
登
記
申

請
手
続
き
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
、「
予
約
制
」
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
奈
良
地

方
法
務
局
登
記
部
門
（
本
局
）
に

お
き
ま
し
て
も
、
平
成
27
年
８
月

３
日
（
月
）
か
ら
予
約
制
の
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

あ
ら
か
じ
め
相
談
の
日
時
を
ご

予
約
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
お

客
様
の
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
、

よ
り
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

登
記
手
続
相
談
の
予
約
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
下
記
連
絡
先
に
相
談

の
日
時
や
相
談
内
容
を
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

予
約
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

桜
井
支
局

☎
０
７
４
７-

２
２-

２
４
８
４

登
記
管
轄
区
域
（
不
動
産
）

桜
井
市
、宇
陀
市
、宇
陀
郡
（
曽

爾
村
、
御
杖
村
）、
吉
野
郡
東

吉
野
村

登
記
手
続
き
相
談
日
時

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
。）

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

ま
で

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
ご
予
約
な
く
お
越
し
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
予
約
の
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

奈
良
県
中
和
・
吉
野
生
活
自
立
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

奈
良
地
方
法
務
局
管
内
登
記
所
に
お
け
る

登
記
手
続
相
談
予
約
制
の
実
施
に
つ
い
て

日　　　付
～7月15日（水）

7月24日（金）

7月27日（月）

7月28日（火）～8月6日（木）

8月7日（金）

8月10日（月）～12日（水）

8月13日（木）

8月14日（金）

8月17日（月）～27日（木）

8月28日（金）

8月31日（月）～

医　　科
午前 午後
通常どおりの診療

歯　　科
午前 午後

休診 休診 ○ 休診

○ ○ 休診 ○

7月16日（木） ○ ○ 休診 休診
通常どおりの診療

通常どおりの診療

○ ○ 休診 休診

○ 休診 休診 休診

通常どおりの診療

通常どおりの診療

休診 休診 ○ 休診

通常どおりの診療

7月17日（金）～23日（木） 通常どおりの診療 通常どおりの診療

通常どおりの診療 通常どおりの診療
診療所　☎94-2212

通常どおりの診療

休診 休診 ○ 休診

通常どおりの診療

診療所 7・8月診療日程のお知らせ



8

○
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、今
日
の

我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ

た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を

い
た
し
、国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意

を
表
す
る
た
め
、戦
没
者
等
の
ご
遺

族
に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、

ご
遺
族
に一層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、償
還
額
を
年
５
万
円
に
増
額

す
る
と
と
も
に
、５
年
ご
と
に
国
債
を

交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を

受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

等
）が
い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
。

１
．平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方
。

２
．戦
没
者
等
の
子

３
．戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③

祖
父
母 
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

４
．右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。

○
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、５
年

償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

○
請
求
窓
口　

曽
爾
村
役
場　

住

民
生
活
課（
※
請
求
す
る
方
の
住

所
が
曽
爾
村
以
外
の
場
合
、お
住

ま
い
の
市
区
町
村
援
護
担
当
課
）

○
そ
の
他

・
特
別
弔
慰
金
請
求
書
な
ど
必
要

な
書
類
は
、
役
場　

住
民
生
活

課
に
備
え
て
い
ま
す
。

・
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
な
ど
を
請

求
書
類
に
添
付
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
請
求
者

が
過
去
に
特
別
弔
慰
金
を
請
求

し
た
こ
と
が
あ
る
か
な
ど
の
状

況
に
よ
り
、
添
付
し
て
い
た
だ

く
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

役
場 

住
民
生
活
課 

援
護
係
（
☎

９
４-

２
１
０
２
） 

ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
８
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら

恒
例
の
納
涼
盆
踊
り
（
香
落
音
頭
）

大
会
が
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
設
立
さ

れ
た
、
香
落
音
頭
保
存
会
が
中
心
と

な
り
伝
統
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
か
ら
小
さ
い
子
ど
も
ま
で

が
踊
る
年
齢
層
の
広
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
愛
さ
れ
て

い
る
曽
爾
の
郷
土
芸
能
。
皆
様
方
の

ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、「
香
落
音
頭
」
を
後
世
に

伝
え
、
多
く
の
人
々
に
歌
い
踊
り
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
も
活
動
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
香
落
音

頭
保
存
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
先

は
、
曽
爾
村
教
育
委
員
事
務
局
（
☎

９
４-

２
１
０
４
）
ま
で
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
、
ご
遺
族
の
方
か
ら
の

電
話
相
談
や
生
活
支
援
、
警
察
・
病

院
へ
の
付
き
添
い
等
の
直
接
支
援
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
座
を
修

了
し
、
適
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

人
に
委
嘱
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
奈
良
市
東
向
中
町
６
番
地

　
奈
良
県
経
済
倶
楽
部

　
　
経
済
会
館
４
階

　
公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者

　
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
☎
０
７
４
２-

２
６-

６
９
３
５

  

（
月
～
金　
10
時
～
16
時　
祝
日

　

 

は
除
く
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

納
涼
盆
踊
り（
香
落

音
頭
）大
会
開
催
に

つ
い
て

平
成
27
年
度
第
９
期

「
犯
罪
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」募
集



曽爾村プレミアム商品券 発売！
◎ 発行総額　2,340万円
◎ 10,000円で13,000円分の商品券　プレミアム率 30％
◎ 総数1,800冊（但し、共通券1,000円×10枚・専用券500円×6枚）
１．商品券を購入できるのは？
　　平成27年8月1日現在、曽爾村に住民登録されている方です。
２．商品券は何冊まで買えるのですか？
　　1人3冊まで購入することができます。但し、応募多数の場合は、抽選いたしますので、ご希望枚数に
　お応えすることができないこともあります。
３．どのようにして商品券を購入するのですか？
　　9、10ページにある応募葉書に必要箇所に記入後切り取り、切手を貼って投函して頂くか、若しくは役
　場総務課にご持参下さい。
　　受付期間は、8月1日から8月31日です。
　　9月中旬に「曽爾村プレミアム商品券引換書」（葉書）を郵送します。
４．商品券はどこで購入できるのですか？
　　商品券は下記販売店で販売します。応募葉書に希望される下記販売店にレ点をご記入下さい。
　　◎商品券販売店　山粕郵便局、大和信用金庫奥宇陀支店、宇陀商工会曽爾支所、サラダ館奥宇陀店
　　　　　　　　　　佐治商店、奈良県農協曽爾支店、曽爾村役場、ストア2・7、曽爾郵便局、新宅分店
　　　　　　　　　　木治屋
　　商品券は、希望された販売店で10月1日から10月14日までの期間中に引換えしてください。引換え
　るときは、現金と曽爾村プレミアム商品券引換書をご持参ください。

５．商品券はいつからどこで使えるのですか？
　商品券は、下記取扱加盟店でご利用すること
ができます。また、利用期間は10月1日から翌
年1月31日までです。期間を過ぎると使用でき
なくなりますのでご注意ください。
◎取扱加盟店
住所
山　粕

掛

長　野

小長尾

次ページへつづく

　　　　取扱加盟店
立花商会
(有)山晃自動車
オッペン化粧品（株）（立花敏子）
喫茶・軽食・スナック　蘭
今西工務店
南石油(株)
岡本電器商会
小田モータース
カスタムショップ　Wing
サラダ館奥宇陀店
久保商店
(株)小田総建
ソーニ理美容所
佐治商店
髙山商会

電話番号
94-2704
94-2754
94-2704
94-2605
94-2588
94-2039
94-2648
94-2411

090-7355-9756
96-2114
94-2019
94-2137
94-2445
94-2025
94-2341

６３３１２１２52円切手
をお貼り
下さい

奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
今
井
４
９
５
番
地
の
１

（
曽
爾
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
購
入
申
込
書
）

総

務

課

行

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



6．商品券で使用方法と使用できないものはありますか？
　　①使用方法　
　　　商品券は、簿冊から切り離さずご使用ください。商品券を紛失等した場合再発行致しませんので
　　注意してください。また、釣り銭のお返しは致しませんので、額面以上にてご利用ください。
　　②使用できないもの
　　・税、水道代、電気代、ガス代及び電話代などの公共料金
　　・有価証券、商品券、ビール券、図書券、切手、印紙、プリペイドカードなど換金性の高いもの
　　・たばこ事業法(昭和59年8月10日法律第68号)第2条第1項第3号に規定する製造たばこ
　　・事業活動に伴って使用する原材料、機器類及び仕入れ商品等の購入
　　・土地、家屋購入、家賃、地代、駐車料などの不動産に関わる支払
　　・株式、先物、宝くじなどの金融商品　　
　　・利用期間中に購入したものでないもの　
　　・現金との換金、金融機関への預け入れ

取扱商品は、各取扱加盟店にお問い合わせください。

住所
今井

前ページよりつづき
　　　　取扱加盟店
(有)小林電器
辻石油
JAならけん曽爾支店購買
中村牛乳店
田合悦男土地家屋調査士事務所
曽爾村森林組合
辻商店
ギャラリー曽頼

電話番号
94-2038
94-2888
94-2013
94-2965
96-2111
94-2611
94-2526
96-2188

太良路

伊賀見

サン･ビレッジ曽爾
民宿　豊栄
民宿２・７
ストア２・７
曽爾高原ファームガーデン
曽爾高原温泉お亀の湯
新宅分店
食料品店　木治屋
紅葉亭

94-2619
94-2154
96-2727
94-2722
96-2888
98-2615
94-2046
94-2551
94-2138

必要事項をご記入

し、切り取り後に切手

を貼って投函して頂く

か、役場までご持参

ください。

提出期限は8月31日

までです。

※利用期間中にプレミアム商品券利用者に
　アンケートをさせて頂きます。 ご協力を
　お願いします。

曽爾村プレミアム商品券購入申込書
(締切　平成27年8月31日)

平成　　　年　　　月　　　日

曽爾村長　芝　田　秀　数　様

住　所

購入希
望金額

購入希望金額(一人あたり3冊までですが、応募多数の
場合は抽選となり希望に添えないこともあります。)

10,000円×　　　　冊＝　　　0,000円

購　入
希　望
販売店

(購入希望先に□にレ点を付してください。)
□曽爾村役場　□曽爾郵便局　□山粕郵便局
□大和信用金庫奥宇陀支店　□奈良県農協曽爾支店
□宇陀商工会曽爾支所　□サラダ館奥宇陀店
□佐治商店　□ストア２・７　□新宅分店　□木治屋

曽爾村大字　　　　　　　　　番地

代表者氏名
（代表者に商品券引換書を郵送します。）

氏名

氏名

氏名

氏名

氏名

氏名

（
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
の

　住
所
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
）
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介護保険制度が変わります！
　団塊の世代が 75 歳以上となる平成 37 年に必要とされる介護サービスの増加を見据えて介護保険制度の改正が
行われます。制度の持続可能性を高めるため、充実と重点化・効率化を図るもので、平成 27 年 8 月からの主な変
更点は次のとおりとなります。

■施設入所やショートステイの食費・居住費の負担軽減の基準がかわります。
　介護保険施設などの入所者、ショートステイの利用者で、低所得の方については食費、居住費の負担軽減を行って
います。
　平成 27 年 8 月から利用される分について負担軽減の要件が見直され、一定額以上の預貯金等の資産をお持ちの
方などは対象から外れます。（詳しくは表１を参考にして下さい。）
　負担軽減を受けるには、負担限度額認定申請が必要です。また、要件が追加されたことに伴い負担限度額認定申
請書に、通帳の写し、金融機関などへの預貯金照会の同意書を添付する必要があります。				  

（表１）　食費・居住費の負担軽減の基準について

■高額介護サービス費の利用者負担段階区分に ｢現役並み所得相当｣ が新設されます。
　高額介護サービス費とは、介護保険サービスを利用した1ヶ月の自己負担額が、一定の上限を超えたときに申請に
より払い戻される制度です。
　平成 27 年 8 月から ｢現役並み所得相当｣ の方については、自己負担上限額が 37,200 円（月額）から 44,400 円

（月額）に引き上げられます。
　｢現役並み所得相当｣ とは、同一世帯内に課税所得145 万円以上の第 1号被保険者（65 歳以上の人）がいる世
帯の方のことです。
　ただし、｢現役並み所得相当｣ の場合でも、同一世帯内の第 1号被保険者の収入が、一定未満（1 人の場合：
383 万円未満、2 人以上の場合：520 万円未満）の場合は、申請により「一般」の区分になります。該当すると思
われる人には、申請についてのご案内を7月中にお送りします。
■一定以上の所得がある人は、介護サービス費用の利用者負担が 2 割になります。
　介護保険サービスを利用した場合の利用者負担割合は通常、1割でしたが、平成 27年 8月から第 1号被保険者（65
歳以上の方）で一定の所得のある方については、2 割負担になります。( 詳しくは表２を参考にして下さい。)
　ただし、月々の利用者負担には上限があり、上限を越えた分は高額介護サービス費が支給されますので全ての方
の負担が 2 倍になるわけではありません。
※介護認定を受けられている方にのみ負担割合が記載された ｢負担割合証｣ を7月下旬に送付いたします。負担割

合証は、介護保険被保険者証と一緒に保管し、介護サービスを利用するときは、必ず 2 枚一緒にサービス事業者
や施設にご提出下さい。

（表２）介護サービス費負担割合区分

お問い合わせ先　曽爾村役場　住民生活課 介護保険係　☎ 94-2102

所得要件 資産要件（新）

現行
・村民税非課税世帯の方が対象

要件の追加
・世帯が違っていても配偶者が市区町村民
　税を課税されている場合は対象外。

預貯金等（有価証券、投資信託を含む）が下記の額
以上の場合は対象外

配偶者がいる方の場合　合計2,000万円以上
配偶者がいない方の場合　1,000万以上

所 得 要 件 利用者負担
本人の合計所得が160万円未満の人

同一世帯の第1号被保険者（65歳以上の方）の
年金収入＋その他の合計所得金額

1人の場合：280万円未満
２人以上いる場合：346万円未満

上記以外の人

1割

1割

2割

本人の合計
所 得 金 額
160万円以上

所得要件 資産要件（新）

現行
・村民税非課税世帯の方が対象

要件の追加
・世帯が違っていても配偶者が市区町村民
　税を課税されている場合は対象外。

預貯金等（有価証券、投資信託を含む）が下記の額
以上の場合は対象外

配偶者がいる方の場合　合計2,000万円以上
配偶者がいない方の場合　1,000万以上

所 得 要 件 利用者負担
本人の合計所得が160万円未満の人

同一世帯の第1号被保険者（65歳以上の方）の
年金収入＋その他の合計所得金額

1人の場合：280万円未満
２人以上いる場合：346万円未満

上記以外の人

1割

1割

2割

本人の合計
所 得 金 額
160万円以上
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経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」や「
若
年
者（
30
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
27
年
７
月
分
か
ら
平
成
28

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ

て
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
遡

及
し
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申
請
は

原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は
、

一
度
、
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
手
続
き
は
、
曽
爾
村
役
場
住
民
生

活
課
（
☎
９
４-

２
１
０
２
）
又
は

　
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て

い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証
を
、簡
易
書

留
で
７
月
下
旬
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、保
険
証
右
上
の
有

効
期
限
が「
平
成
28
年
７
月
31
日
」と

なって
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
８
月
１
日
以
降
、医
療

機
関
等
で
か
か
る
と
き
は
、新
し
い
保

険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、現

在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、８
月
１
日
以

降
役
場
に
返

却
い
た
だ
く

か
、ハ
サ
ミ
で

切
る
な
ど
し

て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
役
場 

住
民
生
活
課

　
　
　
☎
９
４-

２
１
０
２

　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
☎
０
７
４
４-

２
９-

８
４
３
０

　
奈
良
県
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
、
売
買
・
賃
貸
・
管

理
・
解
体
等
に
つ
い
て
ご
相
談
い
た

だ
く
個
別
相
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。

　
当
日
は
、
空
き
家
の
維
持
・
管
理

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
致
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
７
月
25
日
（
土
）　
13
時
～

16
時
15
分

場
所　
御
杖
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
奈

良
県
宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
菅
野

３
６
８
７
番
地
）

内
容

【
前
半
】
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
…
空
き

家
の
現
状
・
管
理
に
関
す
る
基
礎

知
識
な
ど

【
後
半
】
空
き
家
個
別
相
談
会
…
空

き
家
管
理
や
解
体
な
ど
の
個
別
相

談
会

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
・
御
杖
村
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
☎
０
７
４
４-

３
５-

６
２
１
１

　
メ
ー
ルakiyaconcierge@zeus.

eonet.ne.jp

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
空
き
家
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
東
部
事
務
所

　
〒
６
３
３-

１
２
０
２

　
奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
太
良

路
１
６
５-

１

　
☎
０
７
４
５-

９
６-

２
１
１
８

協
力　
曽
爾
村
総
務
課

　
☎
９
４-
２
１
０
１

桜
井
年
金
事
務
所
（
☎
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

免
除
の
申
請
に
つ

い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
証
の
更
新
に
つ
い

て

後期高齢者医療保険証（見本）

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー・

個
別
相
談
会
の
ご

案
内
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８
月
１
日
（
土
）
か
ら
８
月
15
日

（
土
）
ま
で
の
15
日
間
、
園
児
・
児

童
・
生
徒
及
び
村
民
を
対
象
に
「
健

康
・
体
力
づ
く
り
、
ふ
れ
あ
い
・
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
目
的
に
各
大
字
指

定
場
所
で
毎
朝
６
時
30
分
か
ら
10
分

間
夏
期
村
民
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し

ま
す
の
で
皆
様
是
非
ご
参
加
の
程
お

願
い
致
し
ま
す
。

実
施
場
所
一
覧

山　
粕　
山
粕
児
童
館
前

　
掛　
　
掛
公
園

長　
野　
不
退
寺

　
　
　
　
学
校
プ
ー
ル
跡
地
駐
車
場

小
長
尾　
小
長
尾
公
民
館

今　
井　
役
場
前
駐
車
場

　
　
　
　
黒
岩
宏
昭
様
宅
前

塩　
井　
明
安
寺

　
葛　
　
葛
健
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
葛
集
会
所
前

太
良
路　
太
良
路
公
民
館
付
近

　
　
　
（
宇
山
禎
則
様
所
有
地
）

伊
賀
見　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
伊
賀
見
集
落
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
木
治
正
人
様
宅
前

　
　
　
　
瓜
ヶ
久
保
集
会
所

　
　
　
　
丸
瀬
集
会
所

収
集
日　
８
月
１
日
（
土
）

収
集
場
所　
村
内
指
定
の
不
燃
物
収

集
場
所

収
集
品
目　
瀬
戸
物
、
板
ガ
ラ
ス
、

割
れ
た
ビ
ン
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
多
様
電
化
製
品

（
掃
除
機
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
炊
飯

器
等
）

出
し
方　
瀬
戸
物
と
ガ
ラ
ス
類
は
分

別
し
て
、
別
々
の
破
れ
に
く
い
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
多
様
電
化
製
品
は
そ
の
ま

ま
出
す
か
、
小
物
で
複
数
あ
る
場

合
は
袋
や
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
収
集
日
前
日
の
７

月
31
日
（
金
）
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
そ
の
他
分
別
困
難
な
品
目
（
魔
法

瓶
、
電
気
コ
ー
ド
等
）
も
収
集
し

ま
す
が
、
詳
し
く
は
「
ご
み
の

分
別
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
不
明
な
場
合
は
、
役
場
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
業
系
ご
み
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
類
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
役
場　
住
民
生
活
課

　
☎
９
４-

２
１
０
２

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
病

気
や
ケ
ガ
に
お
そ
わ
れ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
も
し
、
あ
な
た
の
目
の
前

で
家
人
や
友
人
が
倒
れ
た
ら
・
・
・

心
臓
が
止
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
？

　
当
組
合
で
は
『
心
肺
蘇
生
法
』
や

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
』
を
学
ん
で
い

た
だ
く
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

講
習
の
種
類

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
講
習
）

　
実
技
講
習
が
中
心
で
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
９
月
12
日
（
土
）　
午
前
９

時
か
ら
12
時
ま
で

場
所　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
宇
陀
消
防
署
（
２
Ｆ
研
修
室
）

　
奈
良
県
宇
陀
市
榛
原
萩
原
１
２
３

　
０
番
地

定
員　
20
名
（
申
込
順
で
す
。
受
付

期
間
内
で
あ
っ
て
も
定
員
に
な
り

次
第
し
め
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

受
付
期
間　
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

対
象
者　

管
内
に
居
住
し
て
い
る

方
、
勤
務
し
て
い
る
方
、
学
校
に

在
学
し
て
い
る
方（
中
学
生
以
上
）

を
優
先
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

宇
陀
消
防
署
（
救
急
課
）

　
☎
０
７
４
５-

８
２-

３
１
９
９

※
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

　
U

R
L

：http://w
w

w
.

naraksk119.jp/

　
長
野
地
内
に
あ
る
正
明
寺
周
辺
の

立
木
等
の
伐
採
・
処
理
の
業
務
の
見

積
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

場
所　
曽
爾
村
長
野
地
内
（
曽
爾
小

学
校
裏
）

作
業
内
容　

立
木
等
伐
採
及
び
運

搬
・
処
分

入
札
参
加
資
格　
曽
爾
村
村
内
に
在

住
し
て
い
る
個
人
の
方
も
し
く
は

事
業
所

入
札
参
加
方
法　
入
札
募
集
期
間
内

に
、
地
域
建
設
課
へ
持
参
又
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
募
集
期
間　
７
月
21
日
（
火
）

～
７
月
28
日
（
火
）　
午
後
５
時

ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
建
設
課

　
☎
９
４-

２
１
０
５

夏
期
村
民
ラ
ジ
オ

体
操

瀬
戸
物
・
板
ガ
ラ
ス

等
の
収
集
に
つ
い
て

普
通
救
命
講
習
会
の

ご
案
内

「
正
明
寺
周
辺
立
木

伐
採
業
務
」の
見
積

合
わ
せ
に
つ
い
て
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学校の保健室のように、毎月健康に関するお話を載せていきます。

健診は受けた後が大切です
　6/27～7/1の4日間の集団健診が終わり、約440名の方が特定健診やがん検診などを受診されま
した。これでひと安心・・・ではありません。
　がん検診を受けられた方は、精密検査のお知らせが届いたら必ず医療機関を受診してください。
　特定健診、後期高齢者健診を受けられた方は、結果説明を聞いていただきます。異常があった方
はもちろん、異常がなかった方も、昨年より悪化している項目はないか？食事はこのままでいいか？
など今までの生活習慣を見直すきっかけにしましょう。
　また、まだ健診を受けていない！という方には、個別健診もあります。詳しくは、次回広報をご覧く
ださい。

おとなのための保健だより Vol.3

『曽爾村に定住するあなた』をサポートします
　曽爾村では、定住促進事業の一環として、下記のとおり各奨励金等の交付制度を実施していますのでご利用下さい。
◎ 奨励金の内容

◎ 支援資格
１．Ｕターンとは、就業のために１年以上村外に住所を移していた村内出身の方で、就業のために再び本村に住所

を定める 45 歳以下の方を言います。
２．転入とは、村外出身の方で、新たに曽爾村に住所を定める 45 歳以下の方を言います。
３．新卒就業とは、学校卒業年度の翌年度末までに新規に就業する方で、同一事業所に３ヶ月以上継続勤務し

た方を言います。
４．定住とは、曽爾村に５年以上にわたり住所を有し、かつ継続して居住することを言います。又、住民基本台帳

法による住民登録をした（している）方、外国人登録法による外国人登録をした（している）方を言います。

◎ 交付要件
１．Ｕターン奨励金及び転入奨励金は、５年を経過したときに交付されます。
２．ふるさと奨励金は、５年以内に転出された場合は金額の一部を返還しなければなりません。
３．税等の滞納がある等要件を満たさない場合は、交付しないことがあります。

◎ 申請手続
奨励金の交付を受けようとする方は、役場総務課窓口に備え付けの交付申請書を提出していただくことになります。

交付の制限
奨励金等の交付が重複する場合は、交付額と交付回数の制限があります。

お問い合わせ先　曽爾村役場総務課　☎ 94-２１０１

種　　類 奨　励　金 内　　容
曽爾村に定住の意志のある方が就業のために
Ｕターンされた場合で、45歳以下の方。世帯
の中に義務教育（村内施設で就学）修了前の
方には１年あたり２万円支給されます。

曽爾村に定住の意志のある方が転入された場
合で、45歳以下の方。世帯の中に義務教育
（村内施設で就学）修了前の方には１年あた
り２万円支給されます。

曽爾村に住所を有し、村内に家族があって定
住の意志のある方が新卒就業された場合。

①Ｕターン奨励金

上記の内、農林業従事される方及び
村長が指定する産業に従事される方

②転入奨励金

上記の内、農林業従事される方及び
村長が指定する産業に従事される方

③ふるさと奨励金

世帯（２人以上）　200,000円
単身者　　　　　　  50,000円
世帯（２人以上）　300,000円
単身者　　　　　　100,000円
世帯（２人以上）　100,000円
単身者　　　　　　  50,000円
世帯（２人以上）　300,000円
単身者　　　　　　100,000円
地元企業等に就職した場合
　　　　　　　　　100,000円
村外の企業等に就職した場合
　　　　　　　　　  70,000円
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平
成
26
年
度
曽
爾
村
教
育
委
員
会

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
につい

て
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」第
26
条
の
規
定
に

基
づ
き
、点
検・評
価
を
し
た
の
で
、そ

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
な
お
、細
部
に
わ
た
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価

に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
事
務
局
に

て
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
報
告
書
の
概
要
】

○
平
成
26
年
度
曽
爾
村
教
育
委
員
会

の
活
動
状
況

　
教
育
委
員
の
構
成　
定
例・臨
時

教
育
員
会
議　

学
校
訪
問　

視

察
研
修　
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
合
同
会
議

村
長・副
村
長
と
の
懇
談
会　
学

校
行
事
参
加

○
基
本
方
針
と
事
務
事
業

〈学
校
教
育
〉 

１
． 豊
か
な
心
や
感
性
を
は
ぐ
く
む
教

育
の
推
進

　
人
権
教
育　
道
徳
教
育　
読
書
活

動　

文
化
芸
術
活
動　

自
然
体

験・宿
泊
体
験
活
動　
交
流
学
習

２
． 確
か
な
学
力
の
向
上
と
個
性
の
伸

長

　
基
礎
的・基
本
的
な
知
識・技
能
の

習
得
と
思
考
力･

判
断
力･

表
現
力

の
育
成　
学
習
意
欲
の
向
上
と
学

習
習
慣
の
確
立　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
改
善
と
学
力
向
上　
言

語
活
動
の
充
実　
理
数
科
教
育
の

充
実　
特
別
支
援
教
育
の
充
実

３
． 心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
健
康･

体
力
づ
く
り
の
取
組
の
推
進

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立　
教

育
相
談
機
能
の
充
実　
食
育
の
推

進
４
． ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
誇
れ
る
教
育

の
推
進

　
曽
爾
ふ
る
さ
と
学
習　
住
民
と
の

交
流　
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

アへの
積
極
的
な
参
加　
キ
ャ
リ
ア

教
育　
国
際
理
解
教
育
の
推
進

５
． 安
心
と
、魅
力・活
力
あ
る
学
校
教

育
の
推
進

　
安
全
管
理・危
機
管
理
の
充
実　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進　

学
校
組
織
の
活
性
化
と
教
員
の
指

導
力
の
向
上　
学
校
評
価
を
生
か

し
た
学
校
経
営

〈社
会
教
育
〉 

６
． 生
涯
学
習
環
境
の
整
備
と
充
実

　
人
権
教
育
の
推
進　
多
様
に
学
ぶ

機
会
の
充
実　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実　
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
と
普
及　
学

校
施
設
の
開
放　

文
化
財
の
保

護・普
及　
社
会
教
育
団
体
の
育

成　
放
課
後
児
童
健
全
育
成（
学

童
保
育
）国
際
理
解・国
際
交
流

【
点
検
評
価
有
識
者
の
意
見
】

○
本
村
の
教
育
目
標
、基
本
方
針
及

び
事
務
事
業
の
取
り
組
み
や
実
施

内
容
が
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く

整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、目
指
す
教

育
が
よ
く
理
解
で
き
る
報
告
書
に

なって
い
る
。教
育
委
員
会
の
活
動

状
況
は
、定
例
会
、臨
時
会
、視
察

等
を
行
い
、円
滑
な
教
育
行
政
の

推
進
に
努
力
し
て
い
る
。な
お
、教

育
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、幅
広

く
多
面
的
意
見
収
集
の
た
め
に
女

性
委
員
、保
護
者
代
表
の
選
任
も

必
要
と
思
わ
れ
る
。

○
学
校
教
育
で
は
、小
規
模
校
の
メ

リッ
ト
を
生
か
し
た
き
め
細
か
い
指

導
が
さ
れ
、曽
爾
な
ら
で
は
の
工
夫

さ
れ
た
質
の
高
い
教
育
の
推
進
を

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評

価
し
た
い
。教
育
活
動
全
般
か
ら
す

べて
の
児
童
生
徒
が
楽
し
く
元
気

よ
く
学
校
生
活
が
送
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。

　
　
今
後
も
高
い
資
質
を
備
え
た
教

職
員
の
確
保
や
少
人
数
教
育
の
良

さ
を
発
揮
す
る
た
め
に
他
校
間
交

流
学
習
や
小
中
連
携
教
育
活
動

を
よ
り一層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
願

う
。

○
社
会
教
育
で
は
、現
在
の
事
務
局

人
員
構
成
で
精一杯
取
り
組
ん
で

い
る
。生
涯
体
育
は
、全
村
民
が
年

齢
、性
別
等
に
関
係
な
く
安
全
で

安
心
、健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、単

発
的
行
事
で
は
な
く
年
間
継
続
し

て
で
き
る
事
業
内
容
や
計
画・実
施

に
向
け
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

ま
た
歴
史
あ
る
本
村
の
伝
統
文
化

の
維
持
保
存
と
眠
って
い
る
貴
重
な

史
跡
の
発
掘
を
時
間
が
か
かって
も

本
村
と
県
、国
と
の
連
携
に
よ
り
今

後
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
よ
う
望

む
。

○
働
く
女
性
を
支
援
す
る
た
め
に
学

童
保
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
り
、

青
少
年
劇
場
に一般
村
民
が
参
加
で

き
る
機
会
を
設
け
た
り
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

点
検
評
価
有
識
者

　
今
井
啓
之（
前
曽
爾
村
教
育
長
）

　
木
治
家
康（
前
曽
爾
村
教
育
委
員
）

曽
爾
村
教
育
委
員
会

平
成
26
年
度
曽
爾
村
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
を
公
表
し
ま
す
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場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒634-8502  橿原市内膳町5-5-8  奈良県医師会各主催部会
　　　　☎0744（22）8502　FAX（23）7796

連絡先　奈良県医師会耳鼻咽喉科部会事務局　☎0744（22）8502　FAX（23）7796　※要予約

目の健康相談

内科疾患に関する健康相談

8月11日㈫  午後2時～3時

8月28日㈮  午後3時～4時

8月21日㈮  午後2時～3時

相談日の種類

奈良県医師会内科部会

奈良県眼科医会

主催する部会日　　時

予約必要

予約必要精神科に関する健康相談 奈良県医師会精神神経科部会

予約不要

整形外科に関する健康相談 8月11日㈫  午後2時～3時 奈良県医師会整形外科部会予約不要

予約の必要

鼻に関する
「講演会」と「無料相談」

8月27日㈭
午後2時～4時

講演会名

○講演会
 「鼻の病気と匂いの話」
　奈良県立医科大学
　耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室
　　　　教授　北原　糺 先生

○無料相談

奈良県中小企業会館
奈良市登大路町38-1

内　　容日　　時 場　　所

目の健康相談

内科疾患に関する健康相談

8月11日㈫  午後2時～3時

8月28日㈮  午後3時～4時

8月21日㈮  午後2時～3時

相談日の種類

奈良県医師会内科部会

奈良県眼科医会

主催する部会日　　時

予約必要

予約必要精神科に関する健康相談 奈良県医師会精神神経科部会

予約不要

整形外科に関する健康相談 8月11日㈫  午後2時～3時 奈良県医師会整形外科部会予約不要

予約の必要

鼻に関する
「講演会」と「無料相談」

8月27日㈭
午後2時～4時

講演会名

○講演会
 「鼻の病気と匂いの話」
　奈良県立医科大学
　耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室
　　　　教授　北原　糺 先生

○無料相談

奈良県中小企業会館
奈良市登大路町38-1

内　　容日　　時 場　　所

☆鼻に関する「講習会」と「無料相談」の案内

受
付
期
間

（
ア
）
郵
送
・
持
参

　
平
成
27
年
７
月
１
日
（
水
）
か
ら

８
月
28
日
（
金
）
ま
で
の
間

（
イ
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
平
成
27
年
７
月
１
日
（
水
）
か
ら

８
月
24
日
（
月
）
ま
で
の
間

第
１
次
試
験
日
（
警
察
官
Ａ
、
Ｂ
と

も
）

（
ア
）
体
力
試
験
（
実
技
判
定
）

　

９
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

（
イ
）
教
養
試
験
、
論
作
文
試
験

　
９
月
20
日
（
日
）

（
ウ
）
10
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

受
験
資
格

（
ア
）
警
察
官
Ａ
（
第
２
回
）

　
年
齢　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者

　
学
歴　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒
業
し

た
者
又
は
平
成
28
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
、
若
し
く

は
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
者

（
イ
）
警
察
官
Ｂ

　
年
齢　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

　
学
歴　
警
察
官
Ａ
以
外
の
者

採
用
予
定
人
員

（
ア
）
警
察
官
Ａ

　
男
性　
15
人
程
度

　
女
性　
２
人
程
度

（
イ
）
警
察
官
Ｂ

　
男
性　
20
人
程
度

　
女
性　
４
人
程
度

問
い
合
わ
せ
先

　
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（
０
１
２
０-

３
５
１-

２
０
４

番
）
又
は
桜
井
警
察
署
警
務
課

（
０
７
４
４-

４
６-

０
１
１
０
番
）

☆平成27年8月 奈良県医師会の学術部会が行う健康相談
お気軽にお問い合せください

平
成
27
年
度　
奈
良
県

警
察
官
Ａ（
第
２
回
）・

Ｂ
採
用
試
験
に
つ
い
て
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８
月
23
日
（
日
）
開
催
の
「
ど
ろ

ん
こ
バ
レ
ー
と
宝
さ
が
し
ｉ
ｎ
曽

爾
」
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
曽
爾
村

の
野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
村
内
で
出
品
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

場
所　
曽
爾
村
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
前

森
林
組
合
土
場

内
容　

販
売
に
あ
た
り
、
手
数
料
は

い
た
だ
き
ま
せ
ん
。搬
入
は
当
日
、

売
れ
残
っ
た
場
合
は
引
き
取
り
と

な
り
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。（
８
月
７
日
ま

で
）

申
し
込
み
・
詳
細

　

曽
爾
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
森
岡
ま
で

　
地
域
建
設
課

　
　
☎
９
４-
２
１
０
５

消費者窓口の開設
　曽爾村では宇陀市に業務を依頼して、宇陀市役
所内で消費者相談窓口を開設しています。
　振り込め詐欺や架空請求などの悪徳商法で困っ
ている方や借金などの多重債務でお悩みの方は、
専門相談員が相談に応じますので、お気軽にご利用
ください。
◎8月の日程
日時　3日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪
　各開催日とも午後1時から午後4時まで（専門相
談員の都合で中止となる場合がありますので、相談
場所へ行かれる際は、あらかじめお問い合わせくだ
さい。）
場所　宇陀市役所2階213会議室
その他　費用は無料で、秘密は厳守します。
相談内容に関しての連絡先
　宇陀市役所　商工観光課（82-2457）
　または曽爾村役場　総務課（94-2101）

野
菜
の
出
品
者

募
集
！

作り方

4 人前

①ホタテに酒をふる。玉ネギは薄くスライスする。青梗菜は茹でて３～４cm の長さに切る。
②鍋にホタテ、玉ねぎ、チキンスープの素、水を入れて火にかける。
③火が通ったら青梗菜を加え、醤油、酒で調味する。
④器に盛ってから刻みのりとわさびを入れる。

青梗菜とホタテのスープ
　ホタテ水煮缶　60g
　酒　　　　　　小1
青梗菜　　　　120g
玉ねぎ　　　　120g
チキンスープの素 小1

水　　　　　　3ｃ
醤油　　　　　小1
酒　　　　　　小1
刻みのり　　　少々
わさび　　　　適宜

　私たち食生活改善推進員は「私達の健康は私達の手で！」をスローガンに食生活を通した健康
づくりをすすめています。

　奈良県食生活改善推進員協議会
から、3名の方が感謝状をいただき
ました。
　これからも、ますますのご活躍を
期待しています！

食 生 活 改 善 レ シ ピ
１人前　35kcal

〜曽爾村食生活改善推進員協議会〜

（

太良路
森忠子さん

太良路
寺前洋子さん

今井
髙井ミチヨさん
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開館日　月〜金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分〜17時15分
　　　　毎週土曜日…13時〜17時

☆平日、図書室に職員がいませんので、教育委員
会事務局までお越しください。

☆次回のおはなし会は8月29日（土曜日）開催予
定です。

　場所　曽爾子育て支援センター
　時間　１０時から

中央公民館  図書室だより

謹んでお悔やみ申し上げます出生おめでとうございます
6月13日　　掛　　　尾田　光夫さん（79歳）
6月17日　　葛　　　萩原　征爾さん（71歳）
6月23日　今　井　　黒岩　寛司さん（86歳）

6月10日　　葛　　　藤　田　大　翔くん
　　　　　　　　　　（父　　恭　史 さん）
　　　　　　　　　　（母　　亜都佐 さん）

や ま と

曽爾村B&G海洋センター水泳教室参加者募集
○日　　時　８月４日（火）午後１時３０分〜午後３時
○内　　容　健康体操〜遊泳指導まで個人のレベルに合わせて対応します。
○参 加 料　無料。ただし入場料は必要です。（村内無料）
○申込方法　７月30日までに曽爾村教育委員会事務局まで直接申込みください。 ☎94-2104
※参加者は最大１５名までとします。 多数のご参加をお待ちしております。

7月号
平成27年7月15日発行

（通巻526号）

（平成27年7月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊍
民　謡　第1・第3㊎
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍

人口1,613人
（＋1）

男　753人
（±0）

女　860人
（＋1）

世帯数686世帯
（±０）

みんなの広場

事　業　名 実施日 時  間 対象者 場所・内容等

特定健診または
後期高齢者健診
を受けられた方

曽爾ふれあいセンター

掛農業集会所

長野公民館

小長尾公民館

今井集落センター

塩井集落センター

葛集落センター

太良路公民館

伊賀見集落センター

○場所：老人福祉センター
○内容：調理実習「おやつづくり」

○場所：子育て支援センター
○内容：育児相談、発達相談など
○スタッフ：保育士、保健師

8月18日㈫ 食生活改善推進員

未就学児と保護者

8月 4 日㈫

8月 5 日㈬

8月 6 日㈭

8月 7 日㈮

食生活改善推進員会
定例会

健診結果説明会

8月21日㈮乳幼児健康相談 10:00～
12:00

9:00～
11:00
13:30～
15:30
9:00～
11:00
13:30～
15:30
9:00～
11:00
13:30～
14:30

15:00～
16:00

9:00～
11:00

13:30～
15:30

9:30～

ほけん事業予定表（8月）

善　　意　　銀　　行
萩原康弘さんより
　亡父　征爾さんの生前のご厚情に対し
　金一封
尾田達史さんより
　亡父　光夫さんの生前のご厚情に対し
　金一封
黒岩寛成さんより
　亡父　寛司さんの生前のご厚情に対し
　金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。


